
琉球大学学術リポジトリ

鷄飼料としての甘藷の利用試験

言語: 

出版者: 琉球大学農家政学部

公開日: 2011-11-08

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 松田, 祐一, Matsuda, Yuichi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/22047URL



鶏飼料として甘藷の利用試験

松田蕨~＊
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１緒Ｒ

－ｌｊ－藷は，沖繩の気候，風土に適し，四季を通じて収瞳ｌｉＩ来るので，古来人間の食糧

及び家畜の飼料として利用されているが，鶏に対しては，殆ど利用されず，養鶏飼料

は専ら輸入に依存している現況である。

農家養鶏に於て飼料の自給Ｂｌ２を増し経営の合理化を計るために，－１｣-藷の利用が42,要

であると考えられる。

養鶏飼料として甘藷の利用については，従来多くの試験が実施されているが，全飼

料中，‐甘藷の利用は（風乾物として）２０～25％位が適当とされ，４０％以上も給与す

れば産卵率の減少が見られると云われる。筆者は，甘藷を全飼料中４０％内外給与し

た場合の産卵成績及び鶏の健康状態甘藷利用の経済`性を知るために本試験を行った。

２村料及び方法

本試験に使用した鶏は，１９５６年５月本学で孵化した単冠白色レグホーン種及び横

班プリマス・ロック種で，市販配合飼料を給与し，バタリーで育成，同年１１月平飼

いに移して飼養した。

鶏を対照区および試験区に，外貌によって優劣のないように分け，単冠白色レグホ

ーンは対照区１２羽，甘藷試験区１１羽，プリマス・ロックは対照区１３羽，試験区１４

羽を１群とした。鶏舎は６尺×９尺の皇に，６尺×12尺の運動場が付属している。産

卵は，トラップネストによって調査した。

飼料は，対照区には，日本配合飼料株式会社製造の成鶏用オールマッシュ（以下単

にオールマッシュと云う）を用い，給与量は第１表および第２表によって毎日秤量し

て鶏の食欲を満足させる量を与えるように心掛けた。

毎日給与する固形物の量並に含有粗蛋白質量は対照区，試験区が同量になるように
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努めた。

甘藷試験区は，‐甘藷の蛋白質不足を補うために,次のように粉餌を配合しておいて，

毎日その日の給与量を秤って，煮甘藷と混合して与えた。煮甘藷を用いたのは，甘藷

は煮た方が鶏の嗜好に適すること，又沖細では,殆ど総ての農家が豚を飼養していて，

豚に与えるために，毎日甘藷を煮ているから，農家が，養鶏飼料に用いる場合，煮甘

藷を与えるために，それ程不便を感じないですむと考えたからである。

第１表試験区用粉餌配合割合

飼料

オールマッ

魚

大豆

計

備考粗蛋直

名 配合割合

65％

１９

１６

１００

粗蛋白質含有率

17％

３７．８

４６．０

粗蛋白質含有量

１１．０５

７．１７

７．３６

２５．５９

ン１

粉

粕

粗蛋白質含有率オールマッシュ１７％は飼料保証表の最低含有率で，魚粉
及び大豆粕のそれは分析の結果によった。

飼料給与量は第２および第３表の通りである。

給与量が時期により増減のあるのは，鶏の食欲に応じて増減したからで，４月,５月

は給与量最も多く，６月中旬以後は減少している。特に，プリマス・ロックは，６月

第２表飼料給与量１

単冠白色レグホーン（１羽１日量）

期間 飼料名

オ_ルマツシュ

試験区用配合

廿藷

給与量中の粗蛋白質含有量

対照区

１０５９

試験区

２月１日

４月２日

(61日間）

６５９

１２０９

１７．７２1７．８５

１１０オーノレマシシ１

試験区用配合

廿譜

給与量中の粗蛋白質含有量

オ_ルマツシュ

試験区用配合

廿藷

給与量中の粗蛋白質含有量

オ_ルマツシュ

試験区用配合

廿諸

給与量中の粗蛋白質含有量

４月３日

６月17日

(76日間）

７０

１５０

１９．２７1８．７

１００
６月18日

８月６日

(50日間）

７０

１００

１８．８1７．０

１１０
８月７日

８月31日

(25日間）

７０

１２０

１９．２７1８．７
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下旬に食欲が著しく減少した。

緑餌は毎日１羽２０９宛給与し，貝殻は，自由に摂取せしめた。

第３表飼料給与量２

プリマス・ロック（１羽１日量）

試験区期間

子｣二丁ごT二三｜対１１:鱈
試験区用配嘉’一廿

給与量中の粗蛋白質含有量１，.三

０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ⅱ

￣９

７０

１５０

１９．２７

２月１日

３月31日

(59日間）

120オーノレマシシ１

試験区用配合

廿譜

給与量中の粗蛋白質含有量

オ_ルマツシュ

試験区用配合

廿譜

給与量中の粗蛋白質含有量

オ－ルマツシュ

試験区用配合

廿譜

給与量中の粗蛋白質含有量

４月１日

６月18日

(79日間）

７５

１８０

２０．８2０．４

１１０
６月19日

６月26日

(８日間）

７５

１０８

２０．１４1８．７

１２０
６月27日

７月31日

(35日間）

７５

１０８

２０．１４2０．４

１１０オーノレマシシ１

試験区用配合

廿譜

給与量中の粗蛋白質含有量

８月１日

８月31日

(31日間）

７０

１３５

１９．１３1８．７

３成績並びに考察

1．産卵成績白色レグホーンの産卵成績は，第３表の通りで，３月，４月の両月は

試験区の産卵率は対照区に比べて約３％多かったが，７月，８月の両月は対照区が多

くなっている。７カ月の平均では，両区に差が認められない。

プリマス・ロックの産卵成紙（第５表）は２月，３月の両月は，試験区が良いが，

４月以降は対照区がよく，７カ月の平均では，対照区が約３％良くなっている。

第４表月別産卵成績１単冠白色レグホーン

1北義に曇|蝿深|獺
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第５表月別産卵成績２プリマス・ロック

、
区分 ２月 ３月

％
7０．５

７５．８

４ノ１

％
7７．７

６８．３

明
一
％
Ⅲ
剛

６月

％
5９．５

５３．６

川」％川川

８月

ソ５
５６．８

４６．０

平均

，５
６３．８

６０．９

，５
５６．９対照区

試験区

産卵率

〃 6３．０

２．体重の変化単冠白色レグホーンの体重変化（鏑６表）は，試験開始時の体重

指数を１００とすれば，８月末の体重指数は，対照区90.4,試験区97.2で試験区が良

く，プリマス・ロック（第６表）でも，８月末の体重指数，対照区93.2,試験区101.4

で，試験区が試験開始時より僅かではあるが体重が増力Ⅱしているのに対し対照区は約

7％も軽くなっている。両品種共７月に体重の減少しているのは，６月の高温多湿の

ため食欲が減退したためと考えられる。

第６表月別体重変化１単冠白色レグホーン

悪|露W戦
一一一一一－－－－－－－－－－－－－－ニー▲－J－

第７表月別体重変化２プリマス･ロック

８月８日

9

1602.2
対照区

9０．４

1604.4

試験区
9７．２

Jiihln蕊蓑難
一一一

８月８日

９

2283.6

9３．２

２３４３．１

101.4
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３．健康状態７月或は８月に早期換羽鶏の１１}ているのは，飼料の影響によるより

も，産卵形質の不良によるものと考えられる。

上記の表から対照区，試験区の健康状態の差を判断することは困難と思われる。

⑯

４．産卵１個当飼料費試験期間２１２日間の１羽当飼料給与量，飼料費産卵１個当

に要した飼料輩の計算は第９表および第10表の如くである。

第９表産卵１個当飼料費１．単冠白色レグホーン

2蝿百J4綿百に月柵冒

６１ｐ７６Ｈ５０日
1059’ 、09’ ｍｏｇ

6.40518.36015.000

８月７日～

８月31日，

２５日Ｉ
ｕｏｇｌ

２７５０１

期 間

日数

１羽１日飼料給与量

１羽飼料給与量計

１羽当飼料費

１羽当産卵数

産卵１個当飼料費

212日

対Ｉ
22.5159

328円94

153個2０

２円1５

■

照
区

L罰
3.0001

欄!｢｣鑿Ｉ
量窯１遍熱 14.7959

26.720

312円76

152個６

２円0５

４
５
３

１
１

円
Ⅲ
円

６１銭

１８銭

３３銭

第１０表産卵個当飼料費２．プリマス･ロック

一一問_|麺|繩`蝋P号紬|鯛百｜期

1＿--_＿＿＿＿_凸

三ﾙii豈騨ＩＦ毒1鮒|β
:■鯨灘I

ii繊含'i'|量蕊Ｉ－－－－－－－Ｊ－

日３５日｜
－－－--－－－-－－P

茎I廣乢;iI鱸Ｉ

３１日

１１０９

３．４１０ 25.0509

365円98

135個２

２円7１

ｌｉｉｌ
８６４１

量liiJIil蕊



206 松川耐

摘 要

１．甘藷給与は，全濃厚飼料の４０％(風乾物にして）内外与えて，単冠白色レグホ

ーンでは対照区と試験区の間に産卵率の差は，認められなかったが，プリマスロック

では，甘藷給与区は産卵率に於て約3％劣っていた。

２．体重の変化は単冠白色レグホーン，プリマス・ロック両極とも甘藷試験区の方

が良好であった。

３．健康状態は，対照区，試験区の間に差を認めることは{H来なかった。試験に用

いた羽数が少かつたので将来もっと調査の必要があると思われる。

４．産卵１個に要した飼料費は，単冠白色レグホーンでは，試験区が箱安価である

が，プリマス・ロックでは，対照区，試験区の間に殆ど差がみられない。然し，甘藷

の単価１ｋｇ３円30銭は沖縄の農村に於ける普通の相場であるが，これを煮るに要し

た燃料費，労賃等は計算されていないので，これ等を加算した場合の飼料費は，もっ

と高くつくことになる。

要するに，農村で甘藷が豊富に生産され価格も安くなると，養鶏飼料として甘藷を

利用することも有利であるが，廿藷の価格が１ｋｇ３円３０銭以上に高くなったら，甘

藷利用は経済的であるとは云えない。
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